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古典新星ASASSN-17hxおよび共生星V694 Monの分光観測

古典新星(classical nova)とは
• 歴史的に増光の記録が1回の天体が分類される。
• 突如明るく（6等〜19等）なり、増光後は減光の速度、スペク

トルの変化により細分化される。

図1．新星の模式的な光度曲線

新星の増光
• 新星爆発は⽩⾊矮星の表⾯上で起こる⽔素の熱核暴⾛反応によ

る。

図2．新星のイメージ図

共⽣星(symbiotic stars)とは
•共⽣星は連星系であることが⼀般に認められており、
共⽣連星(symbiotic binary)とも⾔われる。
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図3.共⽣星のイメージ図（1981年 天⽂⽉報より）

共⽣星(symbiotic stars)とは
• ⾼温度星（⾼励起状態の輝線を

⽰す星）と低温度星 （分⼦の
吸収線を⽰す星）に特有のスペ
クトルを併せ持つ星とされる。

• 吸収スぺクトルは晩期巨星型
• 弱いアウトバーストでは⾼温度

星や降着円盤が明るくなるが、
その原因はまだ不明。

5
図4.AG Dra・CI Cygのスペクトル
（Stars and their spectra,Kaler）

古典新星ASASSN-17hx(=V0612 Sct)
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• 2017年6⽉23⽇にASAS-
SNによって撮影された画
像から12.5等の新天体
ASASSN-17ibとして発
⾒。

• その後この天体は、2017
年6⽉19⽇に14.7等、6⽉
20⽇に14.1等と、増光し
ているのを発⾒されてい
た天体と同⼀であること
が分かり新天体ASASSN-
17hxとされた。 図5.V0612 Sct ライトカーブ（AAVSO）
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共⽣星V694 Mon
• 1973年には12.5等、1984
年には11等であったもの
が、1990年に9.65 等まで
増光していることが観測
された。
• 2016年2⽉に8.8等まで増
光していることが発⾒さ
れた。 図6.1990年4⽉5⽇〜2017年9⽉7⽇までの光度曲線

（AAVSOより）
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観測装置(ous)
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・望遠鏡：Celestron11
⼝径：280mm
焦点距離：
2800mm(F10)

・分光器：DSS-7(SBIG)
分解能：15Å(R≈400)
分散：5.4/1pixcel

・CCDカメラ：ST-402(SBIG)
pixel 数：765×510
pixelサイズ：9μ×9μ

・制御ソフト：CCDOps
Ver.5.4.1(SBIG)

・⾚道儀：ＮＪＰ（タカハシ）
・⾚道儀制御ソフト：Telescope 

Tracer2000
21号館屋上天⽂台

35cm+DSS-7+ST402-ME
船穂天⽂台

結果1．スペクトル（V0621 Sct）

• 幅の広い⽔素のバルマー線(Hα,Hβ)の顕著な輝線
• 増光ピークをむかえたときFeⅡの線が現れてくる
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図6.V0612 Sct スペクトル

スペクトル（V0621 Sct）
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観測⽇とライトカーブの時間変化 HβのP Cygniプロファイル
• 増光途中にみられたP Cygniプロファイル
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ライトカーブ
• ダストの晴れ上がりと再結合？
• ⽔素に幅の広いemission wingを

持ち、⾼速のジェットの放出を
⽰唆している？
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Hβの⾼速なジェット(Iijima2003)

V0621 Sct のライトカーブ（AAVSOより）

V1494 Aqlのライトカーブ（Hellier2001）

結果2 スペクトル（V694 Mon）

• 主にP Cygniプロファイルを持つ⽔素のバルマー線(Hα,Hβ,Hγ)の顕
著な輝線、それ以外にHeⅠ、FeⅡの線が現れている。

スペクトル（V694 Mon）

• 1990年、輝線に⻘⽅偏移した吸収線が
ともなったP Cygniプロファイルが⾒
られ、膨張速度の最⼤値は〜
6000km/sであることが報告されてい
る。

• 2016年増光時の観測データでは、膨張
速度の最⼤値は〜1700km/sであっ
た。
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まとめ（V0612 Sct）
• 観測歴史上初めての増光の確認になるため、この天体は古典新星。
• V0612 Sctのスペクトルは極⼤付近ではFellの線が強くなり、減光し

ていくと⽔素のバルマー線(Hα,Hβ)の顕著な輝線が卓越してくる。
• また、増光の前にはHβにP Cygniプロファイルを⽰し、膨張速度は2

回⽬の増光前に約1300km/sであった。
• スペクトル線上にN lll(4640)+He ll(4686)、N ll(6482Å)の輝線がみら

れ、⾼励起輝線が現れるHe/N nova（Williams 1992）に分類される
と考えられる。

• ライトカーブと、許容線期の輝線の現れ⽅から、transition phase期
の可能性がある。

まとめ(V694 Mon)
• V694 Monのスペクトルには主にP Cygniプロファイルを持つ⽔

素のバルマー線(Hα,Hβ,Hγ)の顕著な輝線、それ以外に
HeⅠ、FeⅡの線が⾒られた。

• V694 Monの増光時のスペクトルから輝線の輪郭に⾮対称性が
みられ、吸収成分に速度がみられることから、今回の増光は新
星的爆発であると考え、そのことから共⽣的新星と考えられ
る。
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